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大和町文化財保護協会総会記念講演 

「全国に拡がった千葉一族」 
日時 平成２８年５月２８日＝土＝ 

                   場所 郡上市大和生涯学習センター 

講師  鈴木 佐    

 

１ はじめに（郡上訪問が私の人生を変えた。） 

 ①昭和６１年１０月 高校２年生のときに大和町へ 

②野田直治先生 木嶋泉女史 大和町・八幡町職員との出会い 

 ③千葉県職員へ目指す。千葉氏サミットの構想、千葉氏顕彰会の創立。 

 ④五山文学への傾倒 建長寺調査員拝命 

 

２ 千葉常胤及び千葉一族の功績 

①常胤及び一族の功績                         資料１・２ 

・「吾妻鑑」に出てくる千葉常胤 頼朝の第２の父 

・頼朝の背後にいた鎌倉政権の実力者である。三浦義澄とともに！ 

・幕府最高の勲功 

・頼朝に相模国鎌倉に源氏の本拠をおくよう進言。 

頼朝は安房国に源氏の本拠を作ろうとした。「安房時代」と呼ばれていたかもしれない。 

 

②常胤の「光」と「影」 

「吾妻鑑」について 

北条氏と提携した千葉氏 勝者・北条氏の歴史の中で「吾妻鑑」が作成された。 

「吾妻鑑における千葉氏」についての記述は「劇的」な感が強い。 

  → 気をつけて読まなければならない。 

    対比する「延慶本平家物語」・・・・物語であるが吾妻鑑と違った常胤像が出る。 

    それと比較して「常胤像」を明らかにしていかなければいけない。 

 

光の部分  ・「時代の最先端を読んでいた」「戦略家」 

影の部分  ・「武力をもつ集団の長」。「武士」とはどういうものか？ 

・常胤の成功の裏に泣いた一族もいる。 

上総介廣常 臼井常康 千葉一族以上の実力があった 
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３ 常胤の子孫たちがもたらした地方の文化 

 ①千葉氏がもらった所領                         資料３ 

 

②各地に千葉氏の文化                          資料４ 

  九州千葉氏 小城の祗園会 鍋島藩の礎 

相馬氏   相馬野馬追  ６００年続く大名家 

武石氏   涌谷妙見祭り 伊達藩に仕えた 2万 4千石 

大須賀氏  いわきのじゃんがら念仏 

  東氏    古今伝授・五山文学 

 

③鳥取県智頭町の事例 荘園侵奪者・東氏（千葉氏）の事跡で町おこし？！  資料５ 

＝千葉氏の歴史を注視すべき プラス面だけではなくマイナス面を知ってからでの 

「常胤を英雄視すべき」である。= 

 

事例：侵奪者・千葉一族で町おこしをする事例「七人の侍」でモチーフになった鳥取県 

智頭町 

 

 歴史を伝承だけでなく、科学的な裏付けのもと。現代の顕彰は昭和 30年代と代わりばえ 

 しない。千葉氏＝神格化すべきではない。千葉氏のプラス面とマイナス面の両方を知っ 

た上での行動をすべきである。 

 

 

４ 千葉一族がもつ魅力（文化力・国際交流力） 

  ①国宝に描かれた千葉一族                        資料６ 

  ・千葉は念仏（浄土宗）王国 

  ・国宝 法然上人絵伝 

  ・東京都 増上寺                          資料７ 

 

  ③13世紀に東アジアに飛躍した千葉一族＝世界に羽ばたいた千葉一族）  資料８ 

   ・京都に月星紋の寺あり 建仁寺両足院 

      ・京都女子大学 野口實教授から御教示 

    了行上人  

西園寺家の帰依 入宋（中国）  貴重な経典を日本に持ち帰る 

    道源上人  

九条家の帰依  入宋（中国）  吉田兼好とも交流。「徒然草」にも記述あり 

                那蘭陀寺を創建 
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５ 最後に 

  郡上市は「東西文化が融合する地域」である。 

  東氏   鎌倉武士   公家社会と密接 

  遠藤氏  東氏の流れ  浄土真宗の理解者 

  青山氏  丹後半島   先祖は群馬？ 千葉？ 

  白山信仰 平泉との交流 石徹白氏と東氏  平泉と奥州千葉氏 
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余談 美濃国における千葉氏 

 

【１】常胤 頼朝に美濃国蜂屋荘（岐阜県美濃加茂市）を所望する。 

   吾妻鑑に記載あり。常胤が頼朝におねだりするが、あきらめてほしい旨、 

頼朝に告げられ、涙を流して、あきらめるシーンが描かれている。 

    

※美濃国蜂屋荘は、千葉氏の太祖・平忠常の逝去地ではないか！ 

   ※美濃国垂井には伝承地として、平忠常の墓所がある。 

 

 

【２】土岐光行の室は千葉氏息女 

   諸説あり、千葉常胤息女 千葉成胤息女、千葉泰胤息女説 

 

   東胤頼息女説が有力・・・・承久合戦の後、土岐氏許される。 

 

【３】土岐頼忠が帰依した平心処斎（覚源禅師）  

美濃国を遍歴、美濃国上野で没す。 

   東胤頼の玄孫。建長寺開山・蘭溪道隆の法孫。 

   長蔵寺・順心寺（美濃市）、禅蔵寺（池田町）を開山 

 

 

【４】大垣市北方地区に「千葉常胤の末裔を称する内田氏」が住す。 

 

 

【５】江戸時代 美濃国の諸大名に仕えた千葉氏について 

① 苗木藩・遠山家 ・・・・ 次席家老・東氏（千葉氏） 

② 岩村藩・大給松平家 ・・ 松平乗美の生母・千葉氏 

③ 木曽福島代官 ・・・・・ 剣術指南役 遠藤氏 

 

 

 






























